
授業科目 科目概要・形式 配当年次 オンライン参加 

スーパービジョン実践論 
１単位15時間(８コマ) 

講義科目 

博士前期１年次 

後期開講 
   可・不可 

科目責任者 工藤 英明 

担 当 者 工藤 英明 

１．科目のねらい・目標 
スーパービジョンの方法論を実践的に理解し、そのスキルを身につける 
①スーパービションの方法論を理解できる。 
②スーパービション実践の必要性について理解できる。 
③スーパービジョン過程を言語化できる。 
③スーパービションを実践できる。 
２．授業計画・内容 
第1回 
・オリテン、スーパービジョン実践方法論の理解(セルフ、個別、グループ) 
第2回 
・スーパービジョンの言語化方法の理解 
第３回 
・実践事例に基づくスーパービジョンの振り返り①(教育機能) 
第４回 
・実践事例に基づくスーパービジョンの振り返り②(管理機能) 
第5回 
・実践事例に基づくスーパービジョンの振り返り③(支持機能) 
第6回 
・実践事例に基づくスーパービジョン実践①(RP) 
第７回 
・実践事例に基づくスーパービジョン実践②(プロセスㇾコートなどを用いた言語化と振り返り) 
第8回 
・まとめと振り返り 
３．教科書、参考書 
適宜、資料や参考図書は提示する。 
４．成績評価方法 
・授業参加内容(50%)、課題レポート等成果物(30%)、プレゼン内容(20%) 
５．受講要件 
・保健・医療・福祉分野の実践者が望ましい(科目履修生についても同様)。 
６．社会人学生に対する配慮 
受講者と相談した上で、夜間開講、土日開講、夏季集中講義などを検討する。 
７．その他 
・オンデマンド開講はしない。 
・実践課題コースの者は必修です。 
・科目履修生のみの場合は開講しない。 

 


